
母校の現況報告や同窓会活動の
ご案内、また、同窓生の交流の場
として運営開始しました。

URL:https://dousoukai.site/h-kokusaigakuin/

（旧広島電機大学付属高等学校）同窓会facebook 更新中　 いいねお願いします！！ ！

その他にも、会長挨拶、同窓会役員名簿、写真館、同窓会報誌バックナンバー、
同窓生掲示板などメニューも豊富です。お気軽にホームページへお越し下さい。

総会・懇親会出欠受付が
簡単にできる
手間暇かけずホームページから簡単出欠　
気軽に参加しましょう

！
！

！！
随時更新で年間の予定も
把握できる
同窓会や学校の予定・情報を確認する事ができ、
トピックスも随時更新中♪

！！
住所変更も入力だけで
簡単にできる
今までよりもスムーズに変更でき、
管理もより正確になります！

！！

同窓会ホームページ

り
ま
し
た
。
各
地
の
同
窓
会
支
部

の
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
大
変

嬉
し
く
、
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
今
年
度
の
地

域
支
部
等
の
参
加
者
合
計
は
、
約

2
5
0
人
に
達
し
、
6
月
の
総
会

参
加
者
を
含
め
る
と
約
3
5
0
人

に
達
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
同

窓
生
の
輪
が
広
が
っ
て
行
く
こ
と

を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

の
母
校
に
目
を
移
し
て
み
ま
し
ょ

う
。ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
で
、数
々

の
実
績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
近
年
の
大
学
合
格
実
績
も
優

秀
で
、
後
輩
た
ち
の
学
校
生
活
が

大
変
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
9
月
に
実
施
さ
れ

た
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
は
、

2
，
5
0
0
人
と
い
う
多
く
の
中

学
生
、
保
護
者
が
学
校
を
訪
れ
、

2
日
に
分
散
し
て
対
応
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

　

現
在
、
広
島
県
内
の
高
校
の
中

で
生
徒
数
最
大
で
、
最
も
勢
い
の

あ
る
母
校
の
人
気
を
如
実
に
物
語

る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
6
月
の
第
四
土
曜
日
に
同
窓

会
総
会
、
懇
親
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

懐
か
し
き
学
舎
の
そ
ば
を
流
れ

る
三
迫
川
の
水
も
温
み
、
日
の
浦

山
に
も
春
の
息
吹
を
感
じ
る
季
節

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に

何
か
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

す
で
に
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
ま
ず
、
皆
様
方
に

訃
報
を
お
伝
え
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
広
島
国
際
学
院
の
育
て

の
親
と
し
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て

学
園
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
、
名
誉
学
院
長
西
本
五
郎
先

生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元

年
5
月
7
日
、
1
0
0
歳
の
天
寿

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
一

同
で
、
西
本
五
郎
先
生
の
ご
冥
福

を
、心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
卒
業
す
る
会
員

4
4
9
名
を
含
め
て
、
同
窓
会
会

員
数
は
、
３
７
，
１
９
１
名
に
な

飛
躍
の
『
令
和
へ
』

同窓会会長
竹内　正彦

（S34年卒）

　

５
月
７
日
、

広
島
国
際
学
院

名
誉
学
院
長
西

本
五
郎
先
生
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
15
日
、

「
西
本
五
郎
先
生
お
別
れ
の
会
」

が
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
お
別
れ
の
会
に

は
、
学
校
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

卒
業
生
・
地
域
関
係
者
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
し
日
の
西
本
先
生
の
功
績
等

名
誉
学
院
長

西
本
先
生
お
別
れ
の
会

を
見
な
が
ら
、
当
時
を
偲
び
、
先

生
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

7
月
16
日
、「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
ク
ラ
ブ
寄
付
金
授
与
式
」
を

母
校
に
お
い
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
各
選
手
の
実

力
を
存
分
に
発
揮
す
る
絶
好
の
場

所
で
あ
る
と
共
に
、
母
校
の
名
を

全
国
に
轟
か
せ
る
大
会
で
す
。
今

年
度
は
4
ク
ラ
ブ
が
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ク

ラ
ブ
・
後
輩
の
活
躍
を
祈
念
し
て

同
窓
会
か
ら
寄
付
金
を
授
与
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
研
鑽
を
積
ん

で
い
る
ク
ラ
ブ
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

ク
ラ
ブ
寄
付
金
授
与
式

　

令
和
元
年
６
月
22
日
、
広
島

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
の
総
会
及
び
懇
親
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
平
成
30
年
度
活
動
報
告
、

決
算
報
告
や
令
和
元
年
度
活
動
計

画
、
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
懇
親
会
冒
頭
で
は
、

５
月
７
日
に
逝
去
さ
れ
た
名
誉
学

院
長
西
本
五
郎
先
生
の
ご
冥
福
を

祈
り
黙
祷
を
行
っ
た
あ
と
、
会
長

竹
内
正
彦
氏
挨
拶
、
ご
来
賓
の
理

事
長
田
中
満
彦
様
、
校
長
森
崎
恒

夫
様
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
乾
杯
前
に
サ
ッ
ク
ス
奏
者
山

下
氏
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
富
永
氏
の

デ
ュ
オ
に
よ
る
演
奏
を
聴
き
、
教

頭
岡
田
隆
治
様
の
乾
杯
の
ご
発
声

で
和
や
か
な
う
ち
に
始
ま
り
ま
し

た
。
会
場
で
は
，
懐
か
し
い
旧
友

と
の
語
ら
い
の
中
、
故
西
本
先
生

の
生
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
で
各

テ
ー
ブ
ル
話
が
尽
き
な
い
様
子
で

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
が
、
最
後
に
中
幹
事
長
の

挨
拶
に
よ
り
、
来
年
の
再
会
を
誓

い
合
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

副 会 長
横田　良治

（Ｓ44年卒）

令
和
元
年
度

同
窓
会
、
懇
親
会

R1.同窓会総会

西本五郎先生お別れの会

令
和
元
年
度  

同
窓
会
役
員

会　　長	 竹　内　正　彦　（S34年卒）
副 会 長	 山　田　雅　昭　（S41年卒）
副 会 長	 奥　田　幸　一　（S43年卒）
副 会 長	 横　田　良　治　（S44年卒）
副 会 長	 桐　原　　　隆　（S63年卒）
副 会 長	 岡　　　稔　夫　（S63年卒）
幹 事 長	 中　　　雅　洋　（S42年卒）
事務局長	 小笠原　文　六　（H11年卒）
書　　記	 柿　田　清次朗　（H15年卒）
書　　記	 呉　　　洸　星　（H18年卒）
会　　計	 今　田　珠　里　（H19年卒）
会計監査	 上　村　直　樹　（S42年卒）
会計監査	 下　木　正　秋　（S42年卒）

　
10
月
29
日
、
母
校
校
長

室
に
て
「
同
窓
会
奨
学
金

給
付
書
授
与
式
」
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
毎
年
、
学

業
が
優
秀
か
つ
学
校
の
模

範
と
な
る
生
徒
に
対
し
、

同
窓
会
よ
り
奨
学
金
を
給

付
し
、
今
後
の
勉
学
の
さ

ら
な
る
向
上
を
後
押
し
す

る
も
の
と
し
て
創
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
も
１
年
生
よ
り

３
名
の
給
付
者
が
選
ば

れ
、
竹
内
正
彦
同
窓
会
会

長
よ
り
給
付
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

同窓会奨学金給付書授与式

寄付金を授与されるクラブ
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校長
森崎　恒夫

　

平
成
31
年
4
月
、
全
て
の
新
築
工

事
が
終
了
し
、
学
園
と
し
て
中
学
校

の
開
校
と
い
う
新
た
な
出
発
の
時
を

迎
え
ま
し
た
。
中
学
生
・
高
校
生
が

初
め
て
一
緒
に
体
育
祭
や
文
化
祭
行

事
を
行
い
、
新
た
な
活
気
と
躍
動
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
92
年
の
歴
史
を

経
て
学
校
が
こ
こ
ま
で
変
化
で
き
ま

し
た
こ
と
は
同
窓
会
の
皆
様
方
の
ご

支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

校
舎
や
設
備
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た

ち
の
学
習
す
る
姿
勢
に
も
今
ま
で
に

な
い
変
化
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
本
校
は
今
年
度
、
中
学
校

を
新
設
し
ま
し
た
が
来
年
度
の
高
校

は
総
合
学
科
を
募
集
停
止
し
、
普
通

科
だ
け
の
学
校
に
変
わ
り
ま
す
。
特

進
コ
ー
ス
の
上
に
難
関
コ
ー
ス
を
設

け
、
国
際
教
養
コ
ー
ス
、
選
抜
進
学

コ
ー
ス
、
総
合
進
学
コ
ー
ス
（
５
系

列
）
の
合
計
9
つ
の
学
習
ス
タ
イ
ル

を
提
案
し
ま
す
。
様
々
な
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
為
に
知
恵
を
絞
り

な
が
ら
今
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
同
窓
生
の
皆
様
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部

　

６
月
の
県
総
体
を
勝
ち
抜
き
、
8

月
に
宮
崎
県
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
男
子
2
名
が
出
場
し
ま
し

た
。
本
校
硬
式
テ
ニ
ス
部
創
部
初
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で
す
。
シ
ン
グ

ル
ス
で
は
、
藏
田
太
洋
君
（
普
通
科

1
年
10
組
）
が
3
回
戦
ま
で
勝
ち
抜

き
ベ
ス
ト
32
、
中
本
悠
水
君
（
普
通

科
1
年
10
組
）
は
接
戦
の
末
、
初
戦

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
人

で
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス
は
2
回
戦
で
敗

退
し
ま
し
た
。
今
大
会
で
全
国
の
舞

台
で
も
自
分
た
ち
の
テ
ニ
ス
が
通
用

す
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
思
い
ま

す
。
高
校
生
の
夢
の
舞
台
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
頂
点
を
目
指
し
て
今

後
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　

　

6
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
県
総
体
に

お
き
ま
し
て
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
し
、
8

月
に
熊
本
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
梶
田
翔
太
君
（
総
合
学

科
3
年
4
組
）
と
梶
原
賢
太
君
（
普

通
科
1
年
10
組
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
ダ
ブ
ル
ス
で
は
初
戦
敗
退
で

し
た
が
、
梶
田
君
の
シ
ン
グ
ル
ス
は
初

戦
で
岩
手
県
代
表
に
２
―
１
で
勝
利

し
、
２
回
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。
２

回
戦
で
静
岡
県
代
表
の
選
手
と
接
戦

を
演
じ
ま
し
た
が
、
１
―
２
で
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
を
上
回

る
全
国
１
勝
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
全
国
と

の
差
を
実
感
す
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
次
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
に
向
け
て
、
部
員
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
部
　

　

5
月
に
行
わ
れ
た
県
総
体
を
勝
ち

抜
き
7
月
末
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
（
熊
本
県
玉
名
市
）
と
9
月
に

行
わ
れ
た
国
民
体
育
大
会
（
茨
城
県

水
戸
市
）
に
岡
田
健
瑠
君
（
総
合
学

科
3
年
3
組
）
と
河
崎
巧
実
君
（
総

合
学
科
3
年
3
組
）
が
出
場
し
ま
し

た
。
上
位
進
出
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
全
国
の
レ
ベ
ル
を
感
じ
今

後
の
励
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
も
競
技
を
続
け
、
全
国
で

上
位
進
出
を
目
指
し
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

陸
上
競
技
部
　

　

栗
林
隼
正
君（
普
通
科
３
年
8
組
）

が
４
つ
の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
沖
縄
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
は
準
決
勝
敗
退
、
広
島
で
行
わ
れ

た
Ｕ
20
日
本
選
手
権
は
予
選
敗
退
と

納
得
の
い
く
結
果
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
８
月
下
旬
に
大
阪
で
行

わ
れ
た
全
国
陸
上
競
技
選
抜
大
会
で

は
3
0
0
m
H
で
４
位
入
賞
。ま
た
、

10
月
に
茨
城
で
行
わ
れ
た
国
民
体
育

大
会
で
は
4
0
0
m
H
で
８
位
入
賞

し
ま
し
た
。

　

他
に
も
多
く
の
部
員
が
県
大
会
等

で
多
数
入
賞
し
ま
し
た
。
中
で
も
、

11
月
に
行
わ
れ
た
中
国
高
等
学
校
駅

伝
競
走
大
会
は
、
他
県
の
優
勝
チ
ー

ム
に
も
勝
る
４
位
と
い
う
好
成
績
で

し
た
が
、
９
秒
差
で
惜
し
く
も
中
国

地
方
代
表
と
し
て
都
大
路
に
出
場
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
度
も
、
今
年
度
以
上
の
結
果

を
出
せ
る
よ
う
、
日
々
の
練
習
か
ら

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

空
手
道
部
　

　

空
手
道
部
は
男
子
5
名
、
女
子
3

名
の
新
チ
ー
ム
と
し
て
始
動
し
ま
し

た
。
新
チ
ー
ム
と
な
り
初
め
て
臨
ん

だ
第
42
回
広
島
県
高
等
学
校
空
手
道

新
人
大
会
で
の
男
子
団
体
形
競
技
に

お
い
て
、初
優
勝
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
に
慢
心
せ
ず
、
恭
倹
を

持
し
て
日
々
鍛
錬
に
臨
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
次
の
目
標
は
、
全
国
選
抜
大

会
へ
の
出
場
で
す
。
今
後
と
も
応
援

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

書
道
部
　

　

今
年
度
で
創
部
18
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
毎
年
文
化
祭
で
は「
書
道
展
」

に
加
え
て
、「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
墨
の
擦

る
音
、
筆
が
紙
に
食
い
込
ん
で
い
く

よ
う
な
書
き
味
に
は
何
と
も
言
え
な

い
醍
醐
味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。学
年
の
垣
根
を
越
え
て
、「
書
友
」

と
し
て
「
書
く
楽
し
さ
」
を
共
有
で

き
る
こ
と
も
わ
が
ク
ラ
ブ
の
自
慢
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
上
達
す
る
コ
ツ
、

美
し
く
書
け
る
コ
ツ
を
「
書
技
」
と

し
て
身
に
つ
け
、
楽
し
く
学
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

同
窓
会
の
皆
様
へ

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
紹
介
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ゴ
ル
フ
界
の
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー

金
谷
　
拓
実
（
H
28
年
卒
）

　

令
和
元
年
11
月
17
日
、
三
井
住

友
V
I
S
A
太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ

2
0
1
9
に
お
い
て
、
母
校
出
身
の

金
谷
拓
実
選
手
（
東
北
福
祉
大
学
3

年
）
が
、
強
豪
プ
ロ
を
押
さ
え
て
、

見
事
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

男
子
国
内
ツ
ア
ー
の
ア
マ
チ
ュ
ア
優

勝
は
、
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
界
史
上
4

人
目
と
な
る
快
挙
で
し
た
。

　

金
谷
選
手
は
、
高
校
2
年
の
時
、

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
で
、
史
上

最
年
少
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
30
年
の
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
も

制
し
て
、
平
成
31
年
度
の
マ
ス
タ
ー

ズ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
た
実

績
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
・
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
で
、
将
来

を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
逸
材
で
す
。
同

窓
会
は
金
谷
選
手
の
活
躍
を
応
援

し
、見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー高藤

　
有
沙
（
H
22
年
卒
）

　

私
は
母
校
を
卒
業
後
、
立
教
大
学

理
学
部
数
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
N
H
K
旭
川
放
送

局
に
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
入
局
、
そ

の
後
N
H
K
高
松
放
送
局
の
夕
方
の

帯
番
組
で
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務

め
ま
し
た
。

　

現
在
は
東
京
で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
気
象

予
報
士
の
予
備
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

気
象
予
報
士
を
目
指
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
平
成
26
年
8
月
豪
雨

の
地
元
広
島
で
の
土
砂
災
害
。
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
に

触
れ
る
中
、
今
後
は
災
害
報
道
に
携

わ
り
人
の
命
を
救
う
情
報
を
発
信
し

た
い
と
思
い
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ

て
気
象
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

将
来
は
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て

気
象
防
災
情
報
を
し
っ
か
り
伝
え
、

地
元
広
島
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆　支 部 だ よ り　◆ 職域・ＯＢ会・地域支部・同期会が開催されました。

陸上競技部OB会

R1.5.19 ㈰ ホテルセンチュリー21広島

げんき会

R1.9.15 ㈰ ホテルセンチュリー21広島

安佐支部

R1.12.8 ㈰ 「いっちょ」MEGA中筋店

坂支部

R1.9.21 ㈯ すし秀

海田支部

R1.8.24 ㈯ 市松寿司

矢野支部

R1.10.5 ㈮ わきみず亭 坂店

熊野支部

R1.11.9 ㈯ おか半 総本店

電消会

H31.3.8 ㈮ ひろしま国際ホテル

安浦支部

R1.7.20 ㈯ 割烹 千代

大型自動車、大型二種、
フォークリフト、牽引自動車、
大型特殊等、ドローン講習

頑
張
っ
て
い
る
卒
業
生

Ⓒ JGTOimages

（3）第21号 広島国際学院高等学校同窓会報 2020年2月29日



●紙屋町店　広島市中区紙屋町２丁目3-4
　　　　　　TEL(082)246-7878（ｱｽﾄﾗﾑﾗｲﾝ本通駅前）
●本通り店　広島市中区紙屋町２丁目3-25
　　　　　　TEL(082)248-0480（サンモール前）
●五日市店　広島市佐伯区五日市駅北口11丁目3-18
　　　　　　TEL(082)921-8800（福屋前）

制 服 の こ と な ら

広島支店 スクールユニフォーム

　

昨
年
度
の
進
路
実
績
は
左
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
公
立
大
学

に
は
50
名
が
合
格
し
、
有
名
私
大
に

進
学
し
た
卒
業
生
も
多
数
い
ま
す
。

学
部
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
今
後
、
多
岐

に
わ
た
り
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
卒
業
生
の
13
名
が
新

た
に
同
窓
会
の
幹
事
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
幹
事
会
及
び
同
窓
会
総

会
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
方
た
ち

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

横田　良治
（S44年卒）

編集委員長
同窓会副会長

編
集
後
記

同
窓
会
報

第
21
号
の

発
行
に
あ
た
り

「
会
長
挨
拶
」「
同
窓
会
総
会
」「
名

誉
学
院
長
西
本
五
郎
先
生
お
別
れ
の

会
」「
学
園
情
報
」「
支
部
だ
よ
り
」「
総

会
案
内
」「
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
案

内
」
を
主
な
内
容
と
し
て
掲
載
し
ま

し
た
。
今
後
も
親
し
み
や
す
い
同
窓

会
報
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
園
短
信

た
事
を
プ
レ
ゼ
ン
や
文
化
祭
で
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
広
島
県
民
に
と
っ

て
身
近
な
宮
島
を
、
よ
り
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

2
月　

「
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

　

暖
冬
で
雪
が
少
な
く
計
画
通
り
と

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
き
割
り

や
丸
太
切
り
、
自
然
散
策
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
中
学
に
入
学
し
て
初
め
て

の
宿
泊
研
修
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
会
話
も
増
え
、
利
他
へ
の
心
も
身

に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

通
年
で
行
っ
て
い
る
「
座
禅
」「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」「
空
手
」
な
ど
は
、

や
り
き
る
心
や
集
中
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
、
自
ら
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
授
業
と
し
て

の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
は
、
学
期

ご
と
に
、
東
京
大
学
大
学
院　

情
報

学
環
学
環
長
・
学
際
情
報
学
府　

学

府
長　

越
塚　

登
先
生
、（
株
）
タ

イ
ム
レ
ス
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表

取
締
役　

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教

授　

小
林　

真
輔
先
生
の
2
名
の
先

生
に
来
校
い
た
だ
き
、
講
演
や
講
習

を
受
け
て
い
ま
す
。

1
学
期
「
身
の
回
り
で
必
要
な

�

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
は
」

2
学
期
「�

I
o
T
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
I

セ
ン
サ
で
計
測・分
析
す
る
」

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の
経
験
に
よ

　

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
っ
た
昨

年
、「
広
島
国
際
学
院
中
学
校
」
は

広
島
県
私
学
中
学
で
13
年
ぶ
り
の
開

校
と
な
り
ま
し
た
。
開
校
に
際
し
多

く
の
方
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
多
く
の
授
業
数
を

確
保
し
、
ま
た
総
合
学
習
（
百
践
錬

磨
）
で
様
々
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
協
働
性
・
創
造
性
や
冒
険

心
を
養
っ
て
い
ま
す
。
1
年
間
の
学

び
を
、
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

5
月　

「
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
」

　

食
育
の
１
つ
で
あ
る
田
植
え
の
準

備
と
し
て「
代
か
き
」を
行
う
た
め
、

「
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
生
活
の
中
で
、
な
か
な
か

触
れ
る
こ
と
の
な
い
泥
土
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
い
い
経
験
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

ク
ラ
ス
の
仲
間
と
田
ん
ぼ
の
中
を
走

り
周
り
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
米
作

り
の
手
順
や
大
切
さ
も
肌
で
感
じ
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

9
月　
「
宮
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

　

世
界
遺
産
の
宮
島
を
自
分
た
ち
の

足
で
調
べ
、
目
で
見
て
ま
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
調
べ

り
、
生
徒
達
は
確
実
に
成
長
し
て
い

ま
す
。
4
月
に
入
学
し
て
く
る
後
輩

の
良
き
先
輩
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
多
く
の
こ
と
を
後
輩
た

ち
に
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１
年
間
行
っ
た
上
記
以
外
の

�

「
百
践
練
磨
」

「
マ
ナ
ー
講
座
」「
田
植
え
・
稲
刈
り
」

「
海
田
町
調
べ
」「
平
和
教
育
」「
海

田
町
福
祉
健
康
ま
つ
り
」「
書
き
初

め
大
会
」「
百
人
一
首
大
会
」「
海
田

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
探
究
発
表
」

な
ど

　

例
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
同
窓
会

定
期
総
会
懇
親
会
と
は
別
に
、
本
年

度
は
青
年
層
（
25
歳
～
49
歳
）
を
対

象
と
し
た
親
和
会
が
広
島
市
中
区

「
c
a
f
é
＆
k
i
t
c
h
e
n 

P
l
a
t
e
’s
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
急
な
開
催
決
定
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の

「
c
a
f
é
＆
k
i
t
c
h
e
n 

P
l
a
t
e
’s
」
は
広
島
市
内
中
心

の
ア
リ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
隣
接
し
た
ビ

ル
の
４
階
に
あ
り
、
結
婚
式
の
二
次

会
な
ど
の
会
場
に
な
る
よ
う
な
居
心

地
の
よ
い
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

で
す
。
年
代
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
に
集

ま
り
、
同
年
代
で
し
か
で
き
な
い
思

い
出
話
や
卒
業
後
の
話
な
ど
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
余

興
と
し
て
景
品
付
き
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
年
代
に
関
わ
ら

ず
、
参
加
者
全
員
で
楽
し
い
時
間
を

共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
喜
び
、
楽
し
く
和
や
か
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
解
散

後
は
、
熱
が
冷
め
な
い
ま
ま
、
２
次

会
で
再
会
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。
こ
の
青
年
層
対
象
の
親
和
会

は
大
変
好
評
で
し
た
の
で
、
来
年
度

以
降
も
定
期
的
に
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
開
催
す
る
際
に
は
、
ま
た

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

村尾　慶臣
3年１組

堀　由和
3年6組

岡　桜子
3年2組

榎　太樹
3年7組

中野　琉聖
3年3組

金子　颯斗
3年8組

西村　唯奈
3年4組

寺重　飛佑
3年9組

中高下璃依
3年5組

藤原　秀人
3年2組

波多野裕作
3年4組

谷口　寛明
3年１組

小倉　理瑚
3年3組

総　合　学　科 普　　　通　　　科

同
窓
会
新
幹
事
紹
介

令和元年度 同窓会活動中間報告
4 月 1 日（月）･･･役員会
4 月 8 日（月）･･･入学式参列
4 月22日（月）･･･役員・幹事・支部長合同会議
5 月19日（日）･･･陸上部OB会（於、ホテルセンチュリー21広島）
6 月22日（土）･･･総会・懇親会（於、広島ガーデンパレス）
7 月 9 日（火）･･･役員会
7 月16日（火）･･･インターハイ出場クラブ寄付金授与式
7 月20日（土）･･･安浦支部総会・懇親会（於、割烹  千代）
8 月17日（土）･･･同窓会青年層対象親和会（於、café＆kitchen Plate’s）
8 月24日（土）･･･海田支部定期総会（於、市松寿司）

9 月15日（日）･･･げんき会（於、ホテルセンチュリー21広島）
9 月21日（土）･･･坂支部総会・懇親会（於、すし秀）
10月 5 日（土）･･･矢野支部総会・懇親会（於、わきみず亭  坂店）
10月10日（木）･･･役員会
10月29日（火）･･･同窓会奨学金給付書授与式
11月 7 日（木）･･･同窓会報編集会議
11月 9 日（土）･･･熊野支部総会・懇親会（於、おか半  総本店）
11月17日（日）･･･文化祭参加
12月 8 日（日）･･･安佐支部定例会（於、「いっちょ」MEGA中筋店）
12月12日（木）･･･役員・幹事・支部長合同会議（於、ホテルセンチュリー21広島） お問い合わせ　広島国際学院高等学校 同窓会事務局 ☎082-823-3401

同窓会ホームページからお申し込みください。

2020年度総会でお会いしましょう！

「総会・懇親会」のご案内
◆期日…2020年6月27日（土）
　　　　午後6時より
◆場所…ホテルセンチュリー21広島
　　　　Tel ０８２-２６３-３１１１
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